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用いる組織片結合実験法（tissue segment binding 
method：TS法）を開発し (See review: Muramatsu 
et. al., 2005)、本来の受容体環境を保ったまま、受容
体 の 定 量 や 分 布 を 明 ら か に し て き ま し た



















と し て 、 親 水 性 で 細 胞 膜 を 透 過 し に く い
[3H]-N-methylscopolamine (NMS)と、疎水性で 細
胞 膜 を 透 過 し や す い [3H]-quinuclidinyl-
benzoate(QNB)を用いたところ、[3H]-NMS と結合す
る受容体は、大脳皮質組織 1mg あたり約 1000 fmol
であったのに対して、[3H]-QNB と結合する受容体
の方が約 1200 fmol と、20 %多くなります。この
ような差は、胃などでは見られず、また、中枢神
経においても、差が検出される部位と、そうでは
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